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ア 工場排水等の六価クロム測定手法の確立に関

する研究

工場排水中の六価クロムの測定は、従来の測

定方法は試料中の妨害物質の影響を受けやすい

ため、妨害物質を含有する場合の測定方法につ

いて、公定法に詳細な手順の記載がない箇所の

操作手順を明確化し、標準作業手順としてまと

め、妨害物質を含有する場合の測定方法を確立

する研究を行っています。その結果、試料中の

妨害物質である還元性物質や酸化性物質による

測定への影響の程度を明らかにしました。また、

還元性物質が低濃度の場合の有効な測定手順を

見出しました。

イ 熊野灘沿岸域における有害プランクトン優占

化機構に関する研究

伊勢湾から熊野灘沿岸域にかけての有害赤潮

の広域モニタリング調査および経年データの解

析を実施し、シャトネラ属赤潮では伊勢湾から

流失したプランクトンが熊野灘沿岸まで分布を

拡大して英虞湾に流入するパターンと、英虞湾

の湾奥部から発生して湾内で赤潮化する２つの

パターンがあることが分かりました。また、ヘ

テロカプサ赤潮による漁業被害の発生の仕組み

について究明を行い、関係機関に報告しました。

ア 水資源の利用効率を最大化する森林管理手法

の開発

下層植生の侵入・生育による土壌浸透能を向

上、樹冠遮断量を減少させ、林内雨量を増加さ

せるためには、間伐により閉鎖した樹冠を開放

する必要があります。このことから、平成24

（2012）年度、間伐後の樹冠閉鎖速度のモデル

化を行い、実測データとの適合性を確認しまし

た。平成25（2013）年度は、樹冠閉鎖度を間

伐指標として密度管理を行うことを前提に、樹

冠閉鎖度と林内相対照度の関係を検討しまし

た。その結果、樹冠閉鎖度と林内相対照度の間

には、高い相関性が認められました。これらの

知見から、林床に下層植生を侵入させ、維持す

るための林内照度を確保するための間伐量、

間伐時期等を林分の状況（林齢、現状の本数密

度、地位など）に応じて、決定する目安を明ら

かにしました。

イ 農業環境価値創出のための水田の生物多様性

調査

農業環境の価値を「見える」化するために、

県内４地域において水田の生物多様性の調査を

実施しました。昨年度までに取りまとめた「農

業に有用な生物多様性の指標生物調査・評価マ

ニュアル」に沿って、アシナガグモ類やコモリ

グモ類、イトトンボ科、カエル類の指標生物に

ついて調査を行いました。調査水田のほとんど

で、指標生物は観察され、生物種によっては豊

富な個体数が確認されました。

ウ 英虞湾漁場環境に係る調査

英虞湾・的矢湾の赤潮や環境変化による漁業

被害の防止や軽減を図るため、水質・底質調査

や底生生物・プランクトン調査を実施するとと

もに、調査結果を「プランクトン速報」や「赤

潮情報」として取りまとめ、関係機関に情報提

供を行いました。

エ アユの減少要因の解明に関する研究

河川の上流域においてアユの餌となる付着珪

藻の推移を把握し、アユ漁場の管理に必要な科

学的情報を収集しました。

オ 漁業資源評価に係る調査

200カイリ水域内におけるアジ・サバ・イワ

シ類等重要漁業資源の資源量評価とその動向予

測を行い、科学的根拠に基づく漁獲可能量の推

定を行うことで、漁業資源の保全と持続的利用

を図りました。

家畜ふん尿処理施設のより一層の整備を図るた

め、平成24（2012）年度に引き続き、実態調査、

巡回指導、資料の作成・配布、研修会を行いまし

た。
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